






 事 業 実 績 統 括 
 

2023 年度は社会福祉法人西寿会設立 40 周年を迎え大きな節目の年となり、新しい事業も増えま

した。グループホームは共用型通所サービス(一日 3 名まで)を開始し、9 月から昼食のみの配食サー

ビス事業も始めました。全施設目標として「目を見て行動を見て、相手の思いを汲み取る『気づき

の介護』と掲げ一人一人研鑽し利用者様の生きがいと安心・安全に務めた。  

入所施設においては、個々のケアプランを日々の生活に取入れ各委員会(感染対策・生活機能改善・

喀痰吸引等安全・安全衛生・安全対策・自己評価接遇・イメージアップ戦略・拘束検討・ノーリフ

ティングケア等）を通しての個々の把握や職員のスキルアップに務め、BCP（事業継続計画）では

自然災害、インフルエンザ・コロナウイルス等感染症の研修を行い訓練・予防に対する認識を強く

し日々意識することの大切さを感じることができた。 

多くの行事が中止、縮小されましたが職員一同が「利用者様に笑顔を」と願い創意工夫を以て夏

祭り・敬老会・年越し会を催し、敬老会はグループホームと合同で行い顕彰者、百寿１名・卒寿４

名・米寿３名が正装で身を包み記念写真撮影・記念品贈呈・皆さんからお祝いのお言葉をいただき

ました。 

 

給食面においては、管理栄養士による栄養マネジメント計画に沿って、栄養状態を把握し健康に過

ごしていただくために嚥下困難食、食事摂取困難者の食形態の見直し、言語聴覚士や看護員のアド

バイスを受け安全に食事提供ができました。低栄養者への高栄養ゼリー使用は 3か月ごとの評価を

行い対応。経験豊かな調理員が増え新しく昼食の配食サービス事業も開始「とても味がよく美味し

い弁当だ」と好評をいただき利用者様も増えています。 

 災害時もスムーズに対応出来るようにメニューの変更や備品の準備等備えています。 

 

医務面においては、医務を中心に感染予防対策に取り組み、健診や予防接種の実施、感染対策委員

会と連携し感染予防に努め、健康管理、異常の早期発見による適切な対応を目標とし医師の指示を

仰ぎご家族の意向を確認しながら対応し、介護員と共に寝たきりの方や経管栄養の方の離床を進め

褥瘡予防とＡＤＬの向上に努めた。今年度はコロナウイルス感染で 2度(9月～10月・3月)対応に苦

慮し備品確保や処置に追われる日々が続きました。 

 

短期入所生活介護においては、利用者延人数 139名・延日数 2,488日の実績となり、各居宅事業所

からのケアプランに添って定期的利用、長期利用(越冬利用)、緊急時利用とご本人とご家族の心身

負担の軽減と、ADLの維持を図り施設生活の行事や余暇活動の中で生きがいを感じていただけるよう

生活リハビリを通し日常生活への意欲と自信につなげるよう努めた。 

 

居宅介護支援事業所においては、居宅介護支援事業も 4 人体制となり町のブランチとして「介護支

援相談センター」と名称変更し活動範囲を広げました。計画作成件数 1,556件（内介護予防件数 68

件・総合事業利用者数 573件）と限られたサービスの中で利用者様やご家族の意向に沿ったサービ

ス提供を行い、コロナ禍定期的な家庭訪問の様子伺いが思うように出来ず電話による連絡事項が多

かった。担当地域拡大により独居生活・老人世帯の遠方家族との連絡調整が多く困難事例への対応

は包括支援センター・サービス事業所との連携を図り行った。 

 

 



デイサービスセンターにおいては、利用者延人数 5,473名（内総合事業利用者数 1,887名）延日数

360日、コロナ禍予防の対策を徹底したものの、12月にコロナ感染症を発症し 6日間の休業を余儀

なくされ、360日間の実施で自立支援を図り、生きがいと生活意欲を持たせ、心身の健康を保つ事を

目標とし、生活相談・健康状態の確認・リハビリの強化・入浴・食事・余暇・畑作り・趣味活動等

個々に合ったプログラムで過ごして頂き家庭での生活助長につなげている。毎月のデイサービス独

自の広報誌も皆さんの楽しみの一つとなり好評でした。 

 

グループホームにおいては、今年度は 2名の入れ替わりがありました、今年から共用型通所介護

（一日３名）を開始し、グループホームの理解と少人数での生活体験で利用者様の毎日の生活の中

での生きがいとなり、個々の出来ることの援助をしながら職員とのふれあいを楽んでいただき、ご

家族の介護支援になることを望みます。2ヶ月に 1度の広報紙もホームの様子がよくわかるとご家族

に喜ばれました。(運営推進委員会は５回実施)  

 

リハジム「らしかる」においては 在宅生活の助長を促し介護予防・認知症予防・病院退院後のリ

ハビリテーションを担う施設として利用者様の理解のもと多くの方に利用いただき、町の委託事業

として介護予防教室を実施しました。  

                        

介護実習センターにおいては、越冬のための利用者様２名と、認知症状があり在宅での独居生活が

不安なことから、声かけによる生活支援を要する方 2 名と、計 4 名の方が利用されました。  

 

公益事業においては、深浦町・鰺ヶ沢町で言葉の教室「めばえ」を開催し ST による支援が行われた。 

 

当法人も 40 周年を迎え、古い施設としてではなく新しい時代に則した施設として励んでいきます。

今年度はコロナウイルス感染により特養ホーム２回(10 月～11 月・3 月)グループホーム 1 回（２

月）デイサービス 1 回（12 月）と不安の時を過ごすことになりましたが、備品不足や食事面で職員

の敏速な対応により何とか乗り切ることが出来ました。今後もどのような困難にも立ち向かえるよ

う職員一同精進して行きたいと思います。 




